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要約 

 

国連総会が 2015 年より先の地球の優先課題を

協議する準備を進める中、世界の子どもたち

から、子どもへの暴力と搾取に対する取り組

みこそ優先課題に盛り込まれるべきだという

声があがりました。 

チャイルド・ファンド・アライアンスは、ポ

スト 2015 年開発目標（ポスト MDGs）の検討

過程で子どもたちの声に耳を傾けるために、

世界 41 ヵ国、1,300 人を超える子どもが参加

する、フォーカス・グループ・ディスカッシ

ョンを実施しました。本紙は、この調査を通

じて聞くことができた子どもたちの声をまと

めたものです。子どもたちは、「子どもに対

する暴力」の事例として、以下のような実態

があることを伝えてくれました。 

・熱くした金属の棒やスプーンを使って罰せ

られる。 

・臓器売買を目的に誘拐される。 

・熱い油に手を突っ込まれる。 

・麻薬の運び屋として無理やり妊娠させられ

る。 

・家同士の争いを解決するため、あるいは借

金の肩代わりのために、強制的に結婚させ

られる。 

・学校で激しく叩かれ、死んでしまうことも

ある。 

 

フォーカス・グループ・ディスカッションに参加する

子どもたち。（ラオス） 提供: チャイルド・ファ

ンド・ラオス 

一方で、子どもたちは自身を守るために必要

な方策についても、具体的な提言を示してく

れました。 

最も多く聞かれた提言は、以下の 3つです。 

・体罰を含む暴力を禁止する法律を定め、施

行する。 

・体罰を含む暴力を禁止するための啓発活動

を、あらゆる年代の人に対して行う。 

・子どもたちが安全と感じることができるよ

う、加害者への罰則を強化する。 

また、「自由を感じるのはどのような時です

か」という問いに対して、話を聴いてもらえ

ていると感じる時、安全と思える学校に通え

る時、遊んでいる時、という回答が子どもた

ちから寄せられました。 

41 ヵ国の子どもたちから最も多く聞かれた暴

力の形態は、性的暴力、児童労働、体罰や子

どもの品位を傷づける行為の 3 つでした。ア

フリカ地域の子どもたちからは有害な伝統的

慣習、北米・中南米地域の子どもたちからは

いじめの問題が指摘されました。 

その他、子どもたちが直面するリスクとして、

麻薬・アルコール中毒、退学、妊娠、無理や

り犯罪行為に加担させられることも挙げられ

ました。 

 

 



 

5 
 

はじめに 

 

世界の子どもたちの多くが暴力と搾取にさ

らされています。最悪の形態の児童労働に

従事させられる子ども、早期婚や女性性器

切除等の有害な伝統的慣習に従わされる子

ども、性的暴力を受ける子ども、武装集団

や軍によって子ども兵とされてしまう子ど

も、司法に守られていない子ども、不当に

刑務所や施設に収容される子どもたちがい

ます。 

子どもの生存と健やかな成長の権利を守る

ために、暴力と搾取の防止に取り組むこと

は不可欠です。 

暴力と搾取による影響は今日では広く知ら

れています。児童労働に従事する子どもの

割合が高い国では、就学率は低くなります。

暴力的な環境下で勉強した子どもはそうで

ない子どもに比べて学習到達度が低い傾向

があります。虐待の影響は感情、精神、肉

体におよび、学習する力や他者と交流する

力に深刻な問題をもたらします。 

ポスト 2015 年開発目標がミレニアム開発目

標（MDGs）の役目を引き継ぎ、やり残した

仕事を終わらせることを目指すのであれば、

子どもに対する暴力と搾取への取り組みは、

目標として明示されなければなりません。 

ポスト 2015 年開発目標の検討プロセスに子

どもたちの声をより強く反映させるために、

本紙では 1,300 人を超える子どもたちが参

加し、55 のフォーカス・グループから得ら

れた質的データの分析結果をまとめ、さら

に、国連が実施するオンライン調査「マ

イ・ワールド」に投票した 6,500 人の子ど

もたちの投票結果の分析を試みました。 

 

 

フォーカス・グループ・ディスカッションに参加する

子どもたち。（エクアドル） 提供: チャイルド・

ファンド・エクアドル 

 

フォーカス・グループ・ディスカッション

では、子どもたちが暴力と搾取から自らを

守ることについて思っていること、感じて

いることとして、以下の事柄が明らかにな

りました。 

子どもたちは、差別されない権利、自分

の生活に影響する意思決定プロセスに参加

する権利など、自分たちが持つべき権利が

保障され、基本的な自由を享受したいと望

んでいる。 

子どもたちが受ける様々な形態の暴力や

搾取として、最も多くの子どもが挙げたも

のは、性的暴力、児童労働、体罰や子ども

の品位を傷づける行為である。 

男女ともに暴力と搾取の被害を受けてい

ると多くの子どもたちが強調している一方

で、女子が性的暴力や搾取を受けるリスク

が高く、男子は身体的な被害を受けるリス

クが高いということも認識されている。 
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この報告書について 

 

「子どもの参加」は、権利の一つとして保

障されているだけではなく、子どもの権利

条約で定められた権利を遂行するために必

要な、原則であり手段でもあります。つま

り、子どもたちが権利を持つ市民として尊

重されず、子どもたちの意見に耳が傾けら

れず、軽視されている状況では、子どもの

権利条約が実現されることはありません。 

さらに、「子どもの参加」は、国連事務総

長「子どもに対する暴力」調査・研究報告1

の中でも重要なポイントとして取り上げら

れています。この調査・研究報告で挙げら

れた 12 の横断的な提言のうち、7 番目に

「子どもの参加」が取り上げられており、

子どもに対する暴力への防止の取り組みを

進めるためには、あらゆる面で積極的に子

どもたちの意見を取り入れ、尊重するとい

うことが、各国政府に対して呼びかけられ

ています。 

本書の目的は、ポスト２０１５年開発目標

の検討プロセスに子どもたちの声をより強

く反映させることにあります。具体的には、

以下２点を目的としています。 

①子どもの声がポスト２０１５開発目標に

必ず盛り込まれること。 

②子どもに対する暴力と搾取についての子

どもの声をまとめた質的調査の分析結果が、

ポスト２０１５年開発目標に取り組まれる

こと。 

子どもを中心に据えた対策を実施するため

には、子どもに対する暴力や搾取を、子ど

もの視点から理解することが必要です。そ

のために、41 ヵ国で各グループ２０人～３

０人からなるフォーカス・グループ・ディ

スカッションが実施されました。 

                                                           
1
 Paulo Sérgio Pinheiro (2006), World report on 

violence against children (United Nations).  
http://www.unviolencestudy.org/. 

これらのディスカッションの実施・調整は

著者によりますが、本紙の内容は、子ども

の意見と参加によるものです。 

 

方法 

この報告書は、アジア、アフリカ、そして

北米・中南米にまたがる 41 ヵ国で実施した

フォーカス・グループ・ディスカッション

を通して得られた、子どもたちの声をまと

めたものです。 

対象国の選定は、チャイルド・ファンドの

事業国の中から行ないました。各グループ

で必ず男女両方の参加を得ることとし、得

られた情報は暗号化しました。 

ディスカッション実施に当たっては、安全

で差別のない環境を確保し、ファシリテー

ターをサポートするために、以下の文書が

提供されました。 

・コンセプト・ノート（調査実施草案） 

・ファシリテーターのガイドブック 

・フォーカス・グループの進行表 

・自由回答式の質問リスト（補助質問を含

む） 

・子どもと保護者から取り付ける同意書一

式 

・報告書作成ガイドライン 

これらの文書の多くは既存の出版物から採

用しました。さらに、ファシリテーターに

は必要に応じてフィードバックやガイダン

スを提供しました。 

ディスカッションでは、「子どもの保護」

の分野、特に子どもに対する暴力と搾取に

ついて話し合いました。またそれぞれの経

験を分かち合い、子どもに対するあらゆる

形態の暴力と搾取を根絶するための対応策

を検討し、提案する場となりました。 
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ファシリテーターは、子どもたちに以下の

質問を投げかけ、必要に応じて、補助的な

質問を行うかたちで、調査を進めました。   

 

1. どんな時に自由だと感じますか？ 

2. どんな時に暴力と搾取から自由になると

感じますか？ 

3.暴力と搾取を止めるために、どのような

環境・状況で、自分から行動することがで

きると感じますか？ 

4. 暴力と搾取から子どもたちが自由になる

ためには、世界のリーダーたちは何をした

らよいでしょうか？ 

5. 暴力と搾取から子どもたちが自由になる

ためには、大人には何ができるでしょう？ 

6. 子どもたちが直面するリスクにはどのよ

うなことありますか？男女の違いはありま

すか？それぞれのリスクにはどのようなも

のがありますか？ 

7. 暴力と搾取、虐待から子どもを保護する

ことについて、他に何か伝えたいことはあ

りますか？ 

ディスカッションでは「国連・子どもの権

利委員会の一般的意見 12」で取り上げられ

ている子どもの参加基準を適用し、子ども

たちが意見を表明し、自分たちで提言を考

えだすことができる進め方としました。 

グラフでは、フォーカス・グループの何パ

ーセントが特定の課題について言及したか

を示しています。報告書本体の Annex 2 で

は回答を照合する際に使用したコードを掲

載しています。報告書本体は、以下の URL

からダウンロードできます。 

http://www.freefromviolence.org 

 

フォーカス・グループに参加した子どもたちの非集計情報  

 

  

男子 

52% 

女子 

48% 

参加者の性別の割合 
 男子 女子 合計 

アフリカ 306 307 613 

北米・中南米 184 176 360 

アジア 207 169 376 

全世界 697 652 1349 
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フォーカス・グループ・ディスカッションを通して聞かれた主な

テーマ 

 

1. 子どもの権利と子どもの権利条約 

子どもたちは、全てのディスカッションに

おいて、自分たちの権利が保障され、基本

的な自由が尊重されることへの期待を表現

しました。中でも、参加、教育、健康、食

事、遊ぶことの権利が保障されていること

が、強く希望されました。また、子どもた

ちは、子どもの権利についてより深く認識

される必要があり、全ての大人たちがその

実現を推し進める必要があると指摘しまし

た。 

“両親やリーダーたち、国家が、 

私の権利を尊重してくれる時、 

自由だと感じます。” 
17 歳、女の子、ギニア 

 

1.1. 参加 

フォーカス・グループの議論の中で、子ど

もの参加する権利が、一貫して最も強く期

待されていることが認識されました。子ど

もたちは、理想的な参加と形だけの参加の

違いや、自分たちの意見が意思決定プロセ

スに盛り込まれることの意義を理解してい

ました。 

子どもたちの多くが、大人や政策決定者に

自分の意見を積極的に聞いて欲しいと発言

しました。多くの場合、子どもたちが意見

や考えを表明しやすい環境が整っているこ

とと、暴力の減少は相関関係にあることが

わかっています。 

また、大人たちからの受益者ではなく、む

しろパートナーとなりたいという希望を伝

える子どももいました。子どもが安心して

行動するためには、世代間の対等な対話が

絶対に必要な条件なのです。 

“私が夢に手を伸ばしても、 

大人たちが黙りなさいと言わない。 

その時、自由を感じます。” 
15 歳、女の子、ボリビア 

 

1.2. 差別 

子どもたちは、全ての差別から自由になり

たいと話しました。学校で平等な扱いを受

け、平等な機会を与えられ、差別のない生

活への期待が寄せられました。また、ジェ

ンダーによる差別をなくすことは、子ども

への暴力を防止するだけでなく、暴力と搾

取を削減する解決策としても必要だと、多

くの子どもたちが述べました。障がいを持

つ子どもへの差別について触れる子どもも

いました。 

“大人は、全ての子どもを 

平等に扱うべきだ。” 
15 歳、男の子、リベリア 

 

1.3. 生存 

ほぼ全てのグループにおいて、ベーシッ

ク・ニーズが満たされることが、健康に生

きる権利が保障されることであり、暴力か

ら解放され、自由と感じるためには、それ

らの権利が保障される必要があるという考

えが挙がりました。多くの子どもがベーシ

ック・ニーズとは十分な食べ物と保健サー

ビスを意味し、これらが不足すると不安を

感じやすくなる、と答えました。具体的に

は家の中でベーシック・ニーズが満たされ

ない時に、暴力や搾取のリスクが高まると

指摘しました。また、物乞いについてや、

借金返済のための早期婚についての話が出

たグループもありました。 
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2. 教育と学校 

子どもたちから、教育へのアクセスが妨げ

られる要因として、３つが挙げられました。

第一の要因として、児童労働（農作業や、

家庭での労働、その他）が、男女ともに教

育へのアクセスを阻害する要因として挙げ

られました。２番目に挙がったのが安全で、

多くの場合、子どもたちは学校と家の行き

帰りにおいて安全と感じられないことが明

らかになりました。３番目には、教師によ

る体罰や子どもの品位を傷づける行為が、

学校に通う障害となる要因として挙がりま

した。そのような子どもたちは、学校で、

安全（幸福や自由はもちろん）だと感じて

いません。 

また、子どもたちは、学校は教師や他の生

徒から暴力を受ける場であると指摘し、学

校が安全で暴力のない場所となるよう、教

師や政府はより一層努力する必要があると

呼びかけました。 

子どもたちは、加害者に対して適切な処分

がとられるためには簡単でスムーズな通報

制度が必要と訴えました。学校内でのセク

シャル・ハラスメントの撤廃も訴えられ、

そのような行為におよぶ教師は辞めさせる

べきとの声も多く聞かれました。 

 

“教師や大人は、 

子どもを虐待するのをやめるべきです” 
15 歳、女の子、リベリア 

 

3. 法の制定と施行 

ほぼ全てのグループにおいて、法律の整備

と施行の重要性が様々な形で指摘されまし

た。自分たちが守られるためには、指導者

たちが子どもの権利を深く理解し、保障す

ることを望みました。世界のリーダーたち

が子どもに対する暴力を禁止する法律を制

定し、施行することの重要性を、全ての地

域の子どもが指摘しました。 

“政府は法律を制定するだけじゃなく、
ちゃんと守られるように努力しなきゃ” 

15 歳、男の子、エチオピア 

 

4. 加害者への罰則 

子どもに暴力をふるった加害者への罰則は

重要であるという認識は、アジアよりもア

フリカと北米・中南米でわずかに強いとい

う結果でした。子どもたちが加害者への罰

則が重要だと考えているのは、子どもに暴

力をふるったことのある加害者が、子ども

たちの周りで生活していると、いつでも再

犯の危険があるからです。子どもへの暴力

は隔離された場所だけで起きるのではない

ことは、すでに広く知られています。多く

の子どもたちは様々な場所で虐待を受ける

危険があると考えられます。 

“今の制度で守られているのは大人だけ。
子どもは偉い人に訴えることができま
せん。暴力をあばく勇気がある人もい

ません。” 

14 歳、男の子、ブルキナファソ 

 

5. 地域の啓発 

子どもたちは、両親、教師、地域や国のリ

ーダー、保護者など、大人への啓発の重要

性を訴え、これはメディア・キャンペーン

を通して実現可能だと感じています。さら

に、どこでどのようにキャンペーンを実施

したらよいかを訊ねると、地域のマーケッ

トや伝統的な行事の場、また、ラジオを通

して行う案が提示されました。 

子どもたちは、啓発によって意識を変える

ことが、子どもに対する暴力への、有効な

解決策であると考えています。大人たちが

実行する方法でも、子どもたちが自ら取り

組む方法でも、意識を変えることは重要だ

と、多くの子どもたちが考えています。 
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“私の夢は両親や先生やリーダーたちが、
子どもへの暴力をなくすために 

行動することです.” 
13 歳、女の子、東ティモール 

 

6. 過酷で多様な、子どもへの暴力

と搾取 

子どもたちからは、あらゆる形態の暴力と

搾取の経験が聞かれました。中でも苛酷な

暴力の事例として、熱くした金属棒やスプ

ーンを使って罰せられる、臓器売買を目的

に誘拐される、熱い油に手を突っ込まれる、

麻薬の運び屋として無理やり妊娠させられ

る、家同士の争いを解決するため、あるい

は借金の肩代わりのために、強制的に結婚

させられる、学校で激しく叩かれ、死んで

しまうこともある、などの話が述べられま

した。 

多くのグループで、暴力と搾取については、

男女の別にかかわらず、同じような危険が

あるという意見が聞かれました。例えば、

児童労働の場合、女の子は家事として、男

の子は農作業として経験していることが明

らかになりました。性的暴力についても男

の子も女の子も同じように被害を受けてい

ることが分かりました。 

性的暴力の中で、特に女の子は、児童買春、

児童ポルノ等の性的搾取のリスクが高いこ

とも子どもたちの声から浮かび上がってき

ました。子どもが経験する暴力として、最

も多く聞かれた 3 つは、性的暴力、児童労

働、体罰や子どもの品位を傷づける行為で

した。 

子どもたちの口から聞かれた様々な形態の

暴力と搾取を整理して分類すると、性的暴

力、児童労働、体罰や子どもの品位を傷つ

ける行為、人身売買、有害な伝統的慣習、

武装集団や軍によって子ども兵とされてし

まうこと、そしていじめとなりました。 

議論で上がった暴力の中で、最も主要なも

のの一つは、家庭内、学校や仕事場での体

罰を含む身体的な危害です。 

また、紛争や犯罪に関係する暴力は、子ど

もが常に直面するリスクの一つであるとの

声が聞かれました。 

 

 

ネパールのフォーカス・グループ・ディスカッション

風景  提供：チャイルド・ファンド・ネパール 
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子どもたちからの提言 

 

グループ討議のデータを分析した結果、子

どもたちが世界のリーダーに求める解決策

として最も多かった提言は、子どもに対す

る暴力を禁止する法律の制定と施行、子ど

もに対する暴力や搾取についての意識の啓

発、暴力をふるう犯罪者への罰則、教育へ

のアクセスの保証、の 4つでした。 

フォーカス・グループの議論の中で子ども

たちは、大人や世界のリーダーたちがどの

ような解決策を取るべきなのか、意見を出

し続けました。以下の項目を含む、様々な

行動が提案されました。 

 

サービス強化 

・暴力の削減に取り組む方法を見出すために、

両親や教師と協力して、啓発研修を実施する。 

・暴力と搾取の危険性を、地域ごとにリストに

する。 

・子どもが安全に過ごせる場所を用意する。 

・学校に通っていない子どもたちを優先したプ

ロテクション（保護）のプログラムを実施する。 

・地域の支援組織を増やす。 

・子どもの安全を保障する活動を取りまとめる

中心として、子どもクラブを活用する。 

・子どもの通学の安全を強化するためのプログ

ラムを実施する。 

・子どもへのサービスを行う主体を分散させる。 

・水飲み場には必ず灯りをともし、安全な場所

に設置する。 

・教師を対象とした行動規範を導入する。 

子ども用のヘルプ・ラインを設置する。 

護身術を身につける教室を開く。 

子どもが受ける暴力についての調査を、地域

ごとに行う。 

 

 

ガーナでのフォーカス・グループ・ディスカッション

提供:チャイルド・ファンド・ガーナ. 

 

法令強化 

暴力を犯す加害者へのカウンセリングを実施

する。 

警察に匿名で通報できるようにする。 

暴力を犯す加害者を告発するための予算を増

やす。 

危険な労働に従事する年齢を、全ての国内法

において 18 歳以上に引き上げる。 

地元の警察チームを組織化する。 

教育 

子どもの権利条約やその他の国際条約の中で、

教育を受ける権利を、より強調する。 

暴力に反対する世界規模のキャンペーンを行

う。 
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子どもたちの声から見えてきたもの: 調査データ集計結果 
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      法律の制定と施行  加害者の罰則  メディアを通じた啓発  地域のサポート体制強化 
       防犯体制強化    地域ごとに特化した対策   啓発  子どもの権利推進  貧困対策 

 

子どもたちが自由を感じることができるために必要なもの 子どもたちが暴力と搾取から自由になるために必要なもの 

 子どもに対する暴力と搾取をなくすために世界のリーダーがすべきこと 

教育へのアクセス 

参加の権利 

遊ぶ権利 

安心できる家 

健康へのアクセス 

親との関わり 
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1% 

6% 

17% 

19% 

21% 

25% 

29% 

29% 

36% 

37% 

40% 

42% 

43% 

44% 

44% 

46% 

53% 

65% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

No answer

Other

Political freedoms

Better job opportunities

Phone and internet access

Better transport and roads

Reliable energy at home

Action taken on climate change

Protecting forests, rivers and oceans

Affordable and nutritious food

Support for people who can’t work 

Freedom from discrimination and persecution

Access to clean water and sanitation

Better healthcare

An honest and responsive government

Equality between men and women

Protection against crime and violence

A good education

Children's priorities - MY World 

Total votes: 
6,499 

良い教育 

犯罪と暴力からの保護 

男女間の平等 

誠実で対応力のある政府 

より良い医療 

水とトイレへのアクセス 

迫害や差別がない 

就労できない人への支援 

手頃で栄養価の高い食品 

森林、河川、海洋保護 

気候変動対策 

家での電力の安定 

より良い交通手段と道路 

電話とインターネットへのアクセス 

より良い雇用の機会 

政治的な自由 

その他 

回答なし 

 

 

     子どもたちが直面している暴力と搾取 

 

 
6,500 人の子どもが選んだマイ・ワールド（私たちが望む世界） 
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22% 

24% 

24% 

29% 

29% 

36% 

40% 

44% 

49% 

56% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

Having their rights respected and fulfilled

Having access to food

Being in school

A safe and secure environment

Involvement of parents in protection

Having access to healthcare

Being at home

Exercising their right to play

Exercising their right to participate

Having access to education

どんな時に自由だと感じますか? 

22% 

22% 

24% 

24% 

27% 

31% 

33% 

42% 

42% 

44% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

Being free from child labour

Not being subject to discrimination

Being safe in their communities

Engaging in rights education

Involvement of parents in protection

Perpetrators and offenders being punished

Legislation against violence

Being safe at home

Being free from physical and humiliating punishment

Being safe at school

どんな時に暴力と搾取から自由になると感じますか？ 

41 ヵ国 55 の子どもグループのフォーカス・グループ・ディスカッション集計結果 

 

良い教育 

犯罪と暴力からの保護 

 男女間の平等 

誠実で対応力のある政府 

より良い医療 

水とトイレへのアクセス 

迫害や差別がない 

就労できない人への支援 

手頃で栄養価の高い食品 

 

学校にいる時 

体罰等がない環境に居る時 

安全と感じられる家にいる時 

暴力禁止の法令があること 

加害者の罰則があること 

親が守ってくれる時 

権利教育が行われること 

安全な近隣に暮らすこと 

差別を受けないこと 

児童労働させられない 
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16% 

22% 

22% 

22% 

24% 

24% 

27% 

31% 

33% 

33% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

Perpetrators and offenders being punished

Exercising their right to participate

Involvement of parents in protection

Actions and initiatives at the local level

Legislation against violence

Having access to support units

Actors having defined and established roles

Awareness raising on violence and exploitation

Engaging in rights education

Engaging in children's clubs and P2P

どのような環境・状態にあるとき、自発的に暴力と搾取を止める行動を 

おこすことができると感じますか? 

11% 

11% 

13% 

16% 

22% 

22% 

29% 

36% 

36% 

44% 

60% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

Create institutions

Enhance safety and security

Create or enhance support units

Support and enhance child participation

Promote or support actions at the local level

Address poverty

Support right's education

Guarantee access to education

Punish offenders and perpetrators

Raise awareness on violence and exploitation

Create and enforce legislation against violence

暴力と搾取から子どもを自由にするために世界のリーダーがすべきこと 

子どもクラブやＰ２Ｐへの参加 

権利教育 

暴力や搾取に対する啓発活動の参加 

取り組み体制と役割が決まった時 

地域のサポート体制へのアクセス 

暴力を禁止する法令 

地域での暴力対策 

親が守ってくれる 

参加の権利が行使できる 

加害者の罰則 
 

暴力禁止の法律制定と施行 

権利教育の推進 

暴力と搾取に対する啓発 

加害者への場即 

教育へのアクセスの保障 

権利教育の支援 

貧困対策 

地域の取り組み支援 

子どもの参加の支援 

地域のサポート体制強化 

安全安心の推進 

対策機関の設置 
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11% 

11% 

13% 

13% 

13% 

13% 

13% 

22% 

24% 

27% 

29% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

Respect children's rights

Stop engaging in drug and substance abuse

Guarantee access to education

Enforce legislation against violence

Promote or support actions at the local level

Create or enhance support units

Stop physical and humiliating punishment

Support and engage in right's education

Support parental involvement in protection

Support and enhance child participation

Raise awareness on violence and exploitation

暴力と搾取から子どもを自由にするために大人にできること 

40% 

40% 

44% 

47% 

62% 

82% 

82% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

Bullying

Children associated with armed conflict and gangs

Harmful traditional practices

Trafficking

Physical and humiliating punishment

Child labour

Sexual violence

男女共に子どもたちが最も多く経験している暴力の形態 

啓発推進 

子どもの参加支援 

子どもの保護への関わり強化 

権利教育支援 

体罰等を止める 

地域のサポート体制支援 

地域の取り組み支援 

暴力に対する法令強化 

教育の権利の保障 

麻薬による虐待を止める 

子どもの権利の尊重 

 

性的暴力 

児童労働 

体罰と品位を傷づける行為 

人身売買 

伝統的慣習 

子ども兵士 

いじめ 

 



 

 

 


